


































































































































































































なくとも,頑火輝石コンドライトが第-である (表 1). 頑火輝石コンドライトは,low-Ca輝石
(60-80vol.%),nickeLiron (13-28% ),troilite(5-17% )を主とするもので,これらの
鉱物は meliliteのような含Ca鉱物より低い凝集点をもち,Ni･Fe元素の凝集点はMgに近 く,い
ずれもCaより低いものである.このlow-Ca輝石は,troiliteと金属を消費して拡大し,type4-6と




含まれるN含有量(sinoite),および,高い還元条件のもとでが )ウムをふくむ djerfisherite であ
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表 2 頑火輝石の主要鉱物と若干の副成分鉱物 (DoTT,1981).
Table2.Majorandsomeminormineralsofenstatitechondrites(DoTT,1981)
Petrologictype




































































































西グリー ンラン ドの Asua地区の層状鉄鉱層をふ くむ被覆層の Pb/Pb 全岩年令は3760m.
y.を示し,この被覆岩は ドー ム状の片麻岩をかこんでいて,片麻岩の Rb/Sr 全岩年令は3700±
140m.y.といわれている (ALLAART,1976).この被覆岩のうちでは角閃岩がもっとも多く,枕
状構造をもつところもあり,この化学組成は玄武岩質のものである.この被覆岩中には,最大 10%
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ないことを指摘 し,この地向斜の多くは,後期先カンブリア時代と顕生代の全期間を通 じて発達 した, と述べ
ている.STILLE(1941,湊･舟橋,1982による)は,大洋盆を深部台地 とよぴ,KINGMA(1974)
は,ニュージラン ドとオース トラリアのあいだのタスマン海は,かつての陸地であったと考えているが,
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張文佑 (1984)は,断層を深度により分類し, 1)岩石圏断裂 (管),2)地殻断裂 (育), 3)
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リフトの形成には,マントル ･クッションとよばれるかなり広域のマントル物質の ドー ム状隆起
が必要で,このことによって地表に ドー ム状隆起が生じ,その最終段階としてリフト谷が形成され
る,という考えが広まっていた (星野,1986).しかし,TALWANI(1978)が指摘したように, リ
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三≡ :;≡-:.≡図11 整体隆起の概念図.いわ
の落差は断層運動の結果である(王富楳ほか,1981).ヒマラヤ山脈の鮮新世以降の大隆起は,QURE-
SHY (1969)がいうように,玄武岩質マグマの岩床状送入による地塊隆起の結果とみられる (図 1
2).
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動に伴う C0 2 の大気への放出は,石油･石炭の素材となった植物の大繁盛をもたらすとともに,循
環器系統の機能を通じて動物進化 ･絶滅に大きな影響をあたえた.さらに,更新世後半の火山活動
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